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女川港高白地区
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地方港湾

概  要
●設立／昭和38年 4 月23日
●港湾区域告示／昭和38年 6 月25日
●所在市町村／気仙沼市

PORT OF KESENNUMA

気仙沼港
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気仙沼港

　県北に位置する気仙沼湾は、古くは細浦とよばれ
釜の前湾と称されるとともに、鼎

かなえがうら

ヶ浦の別名もある。
慶長16年（1611年）藩主伊達政宗の命で港を観察し
たスペイン人セバスチャン・ビスカイノによれば、
最良の港であると報告されており、江戸中期には地
域の拠点港として繁栄したものと思われる。
　湾内における港の整備は、昭和４年に起工された漁
港修築工事が本格的なものであり、現在では全国屈
指の漁港として整備されている。
　一方、港湾については、水産品をはじめとした産
業製品の流通促進と気仙沼市の周辺地域における中
心都市への発展を図るため、内の脇地区に商港建設
が計画された。
　昭和38年地方港湾の指定を受け、翌39年に建設工

事が起工されてからは、以後46年までに5,000トン岸
壁（−7.5m）2バース、1,000トン岸壁（−4.5m）
３バースが完成した。さらに昭和60年には5,000トン
岸壁１バースが完成し港湾機能の充実が図られてい
る。また、港湾背後には工業用地が造成され、企業
の立地や荷さばき施設の整備も図られている。
　令和２年には、復興道路「三陸自動車道気仙沼港
IC」が開通し、本港へのアクセスが飛躍的に向上し
た。港内を横断する三陸自動車道気仙沼湾横断橋（愛
称：かなえおおはし）は夜間にライトアップされ、
気仙沼の新たなシンボルとなっている。
　また、令和３年には国土交通省港湾局から「みな
とオアシス気仙沼」として登録を受け、「みなと」
を核としたまちづくりの促進が期待されている。

プロフィール
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生活基盤を支える港

港湾区域 臨港地区

主要港湾施設（公共）
■係留施設（岸壁6バース）

名　　称 延長（m）エフロン幅（m）水深（m）船型（DWT）バース数
朝日ふ頭-4.5m1号岸壁 60 20 −4.5 1,000 1
朝日ふ頭-4.5m2号岸壁 60 15 −4.5 1,000 1
朝日ふ頭-4.5m3号岸壁 66 15 −4.5 1,000 1
朝日ふ頭-7.5m1号岸壁 130 20 −7.5 5,000 1
朝日ふ頭-7.5m2号岸壁 130 20 −7.5 5,000 1
朝日ふ頭-7.5m3号岸壁 130 20 −7.5 5,000 1

■荷捌地・野積場
種　　別 名　　称 面積（㎡）

荷捌地
朝日ふ頭荷捌地⑴ 2,808
朝日ふ頭荷捌地⑵ 1,840
朝日ふ頭荷捌地⑶ 8,922

野積場 朝日野積場 14,944

地方港湾

概  要
●設立／昭和29年 4 月 1 日
●港湾区域告示／昭和29年 5 月21日
●所在市町村／女川町

PORT OF ONAGAWA
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女川港

　女川港は、古くから沿岸漁業に利用されるととも
に、金華山や江島・出島などの離島交通の要衝であ
った。慶長16年（1611年）にはイスパニア使節団
に、また明治18年にはイギリス東洋艦隊によって天
然の良港と評された。
　そのため、明治政府は、台風により破壊された野
蒜港にかわって女川港に築港計画を検討したが、財
政上の理由から中止となった。その後、大正14年に
なり女川振興会が組織され、以後昭和初期にかけ魚
市場及び岸壁の整備が進み漁業基地としての基礎が
固められた。
　昭和14年、商港建設を図る女川港修築期成同盟会

が組織され、同16年から工事が始まり同42年にかけ
て防波堤、岸壁等の主要施設が完成した。その間、
昭和29年には地方港湾に指定された。
　女川港は、石浜地区、高白地区、横浦地区そして
大石原地区において整備が実施されており、特に石
浜地区は、水産加工品や化学工業品の貨物取扱いの
機能充実を図るため、女川町において工業用地の造
成を行い、県において岸壁・物揚場等の施設を整備
し、平成11年に概成した。
　また、高白、横浦、大石原地区には小型漁船対応
施設が整備され、地域の生活基盤の安定に役立って
おり、今後ますます発展が期待されるものである。

プロフィール

地域産業の基盤整備を支える港
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港湾区域 臨港地区
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主要港湾施設（公共）
■係留施設

名　　称 延長（m）水深（m）
大石原物揚場 37 −1.5
大石原物揚場 60 −1.5
大石原物揚場 60 −2.0
大石原船揚場 40 −1.5

■係留施設
名　　称 延長（m）水深（m）

横浦（−2.0m）物揚場 65 −2.0
横浦（−2.0m）物揚場 200 −2.0
横浦船揚場 41 −1.5

■係留施設
名　　称 延長（m）水深（m）

高白物揚場 75 −1.5
高白（−1.5m）物揚場（1） 59 −1.5
高白（−1.5m）物揚場（2） 51 −1.5
高白船揚場（1） 30 −
高白船揚場（2） 30 −1.5

■係留施設
名　　称 延長（m）水深（m）

石浜（−4.5）岸壁 62 −4.5
石浜物揚場 126 −3.5
石浜（−7.5m）岸壁 137 −7.5
石浜（−1.0m）物揚場 35 −1.0
石浜（−4.0m）物揚場 106 −4.0
石浜⑴物揚場（−2.0m） 100 −2.0

既設 既設

既設既設

臨港地区
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地方港湾

概  要
●設立／昭和29年 4 月 1 日
●港湾区域告示／昭和29年 5 月21日
●所在市町村／石巻市
●避難港／昭和26年 9 月22日指定

PORT OF OGATSU
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雄勝港 　雄勝湾は、古くから「月
つきのうら

浦」と呼ばれ
ており、その名の起こりは坂上田村麻呂
による蝦夷征伐の頃と伝えられている。
湾奥には、慶長年間に支倉常長ら一行を
ローマに遣わせた使節船サンファンバウ
ティスタ号の建造地（十五浜村の呉壺）
があることで有名である。
　大正時代には軍艦の入港が見られると
ともに、その湾内地形や自然条件から大
小船舶の停泊や避難に利用されていた。

昭和８年、三陸地震津波で大きな被害を
受けたが、その後復興が進み、遠洋・近
海・沿岸の漁業基地として、また特産品
の硯石やスレート製品の積出港として栄
えた。
　雄勝湾には、大浜、立浜、伊勢畑、小
島、唐桑、水浜、浪板の７地区があるが、
いずれも沿岸浅海型漁業が盛んであり、
その生活基盤を支える物揚場や船揚場等
を整備したものである。

プロフィール
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主要港湾施設（公共） 主要港湾施設（公共）
■係留施設

名　　称 延長（m） 水深（m）
大浜-1.5m物揚場 143 −1.5
大浜（-2.0m）物揚場 150 −2.1
大浜１号船揚場 23 −

■係留施設
名　　称 延長（m） 水深（m）

水浜物揚場 148 −2.0
水浜船揚場 57 −2.0

主要港湾施設（公共）主要港湾施設（公共）
■係留施設

名　　称 延長（m） 水深（m）
唐桑-2.5m物揚場 41 −2.5
唐桑物揚場 20 −2.5
唐桑船揚場 46 −

■係留施設
名　　称 延長（m） 水深（m）

立浜-1.5m物揚場 115 −1.5
立浜物揚場 53 −1.4
立浜（-2.0m）物揚場 252 −2.1
立浜船揚場 10 −
立浜船揚場 91 −

主要港湾施設（公共）
■係留施設

名　　称 延長（m） 水深（m）
浪板物揚場（1） 18 −1.5
浪板物揚場（2） 19 −2.5
浪板船揚場 19 −2.5

地方港湾

概  要
●設立／昭和29年 4 月 1 日
●港湾区域告示／昭和29年 5 月21日
●所在市町村／石巻市

PORT OF OGINOHAMA
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荻浜港

　荻
おぎのはまつきのうら

浜月浦は、慶長18年（1613年）
藩主伊達政宗の命を受けた家臣
支倉常長ら一行が、一路ロー
マを目指しサン・ファン・バウ
ティスタ号で出帆した歴史的な
場所である。
　荻浜港は、古くからの漁村で
あったが、明治維新後の海運業
の発達に伴い明治14年汽船の定
期航路が開設され、鉄道がなか
った当時の東北地方において船
舶が輻輳し、県内最大の港とし
て賑わいをみせた。
　しかしながら、明治23年に東

北本線が開通すると乗客は減少
し、主として木材、スレート、魚
介海産物の集積地となった。
　明治44年になり、金華山沖を
漁場とする捕鯨基地として一時
活況を取り戻したが、捕鯨会社
の鮎川港への事業場移転、汽船
寄港の廃止そして海運省の貯炭
庫廃止が続き、湾勢は衰微した。
　現在は、主として小型漁船の
出入と船舶避難用に利用されて
おり、荻浜地区と小積地区にお
いて防波堤や物揚場等が整備さ
れた。

プロフィール

港湾区域

地方港湾

概  要
●設立／昭和59年 9 月18日
●港湾区域告示／昭和59年10月 5 日
●所在市町村／石巻市
●観光港

PORT OF OMOTEHAMA
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表浜港

港湾区域

　表浜港は、牡鹿半島の西南に位置し、
南三陸金華山国定公園内の海岸美あふ
れる典型的なリアス式海岸の中にある。
　昭和59年、地方港湾の指定を受け、
港湾計画の策定とともに整備が開始さ
れた新しい港湾である。その基本方針
は、地元水産業育成のための小型漁船
対応施設の整備、そして海洋性レクリ
エーションに対応するマリーナの整備
等であり、そのうち小型漁船及び観光
船対応の施設については平成２年度ま
でに概成した。
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■係留施設
名　　称 延長（m） 水深（m）

突堤物揚場 23 −1.0
荻浜物揚場（1） 273 −1.5
荻浜物揚場（2） 57 −2.0
荻浜物揚場（3） 70 −2.0
荻浜船揚場 80 −1.5
小積物揚場 100 −1.5
小積船揚場 30 −1.2

■係留施設
名　　称 延長（m） 水深（m）

表浜（−3.0）物揚場 170 −3.0
表浜（−2.0）物揚場 187 −2.0
表浜（−4.0）物揚場A 50 −4.0
表浜（−4.0）物揚場B 46 −4.0
表浜船揚場 41 −

既設

既設 既設 既設

既設

既設

既設
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　金華山は、古く天平年間に、金を
司る金山毘古金毘売神を祀った黄金
山神社が建立されており、以来、幾
度か火災に見舞われたものの1200
年間以上にわたり、商売繁盛などの
開運の神として人々の信仰を集めて
いる。
　大正14年、旧陸軍の大演習が宮城
県で実施されるにあたり、総監とし
て来県された摂政官の金華山行啓を
仰ぐために昼夜兼行の工事が行われ、
防波堤や桟橋が完成した。
　その後、昭和になり県単事業での
港湾整備が進み、観光・参拝者のた

めの連絡船が石巻、女川に就航し、
戦中戦後を経て現在の定期航路の開
設にいたっている。その間、金華山
を訪れる観光客と参拝者は増加し港
が狭隘化したため、昭和34年度から
諸整備が始められ、昭和55年度に現
在の金華山港が概成した。
　現在、金華山を含む周辺地域は「南
三陸金華山国定公園」に指定されて
おり、観光拠点として当港の果たす
役割はますます重要となっているこ
とから、平成18年度に新防波堤が竣
工しており、観光機能の充実を図っ
ている。

プロフィール

　御崎港は、県北にある唐桑半島の先端部分
に位置している。周辺はリアス式海岸の景
観美あふれる地域で、昭和39年、陸中海岸
国立公園に編入されており、さらにその内湾
は海中公園の指定を受けるなど観光資源豊
かな地域である。
　一方観光開発も、国民宿舎、野営場、ビ
ジターセンターそして周辺道路の整備が進
められたが、さらに海上ルートを確保する
ため観光港建設の機運が高まり、昭和56年地
方港湾に指定されるとともに港湾計画が策
定され、港湾施設の建設に着手した。
　昭和59年、当地で開催された第26回全国自
然公園大会に合わせて施設の一部が供用を
開始し、その後平成２年度までに港の施設
はほぼ概成した。
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地方港湾

概  要
●設立／昭和36年 9 月30日
●港湾区域告示／昭和36年11月28日
●所在市町村／石巻市
●観光港

PORT OF KINKASAN
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金華山港

港湾区域

地方港湾

概  要
●設立／昭和56年 1 月23日
●港湾区域告示／昭和56年 1 月30日
●所在市町村／気仙沼市
　　　　　　   （Ｈ 1 8 . 3 . 3 1 合併）
●観光港

PORT OF OSAKI
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主要港湾施設（公共）
■係留施設

名　　称 延長（m） 水深（m）
金華山−2.5m物揚場 77 −2.5
金華山−2.0m物揚場 39 −2.0
金華山−1.5m物揚場 36 −1.5
金華山2号物揚場（1）（2） 35×2 −2.5
金華山3号物揚場 66 −3.0
金華山船揚場 5 −

主要港湾施設（公共）
■係留施設

名　　称 延長（m） 水深（m）
御崎−4.0m物揚場 55＋18 −4.0
御崎−3.5m物揚場 41＋10 −3.5
御崎−2.0m物揚場 61 −2.0
御崎船揚場 29 −2.0
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宮 城 の 港 湾

東北運輸局管内
航路名 中間寄港地 船社名 TEL 主な使用船舶名 便数(一日) 備考

塩釜〜朴島 桂島・野々島・
石浜・寒風沢 塩竈市産業環境部浦戸振興課 022-364-7710 しおじ・うらと・みしお ６〜8便 離島航路（補助指定航路）

塩釜〜松島

丸文松島汽船㈱ 022-365-3611

第二芭蕉丸・第三芭蕉丸・
はやぶさ・はやぶさ２・
あすか・あおば・しらたか・
はやぶさ３

６〜7便

松島湾内周遊コース ６便

塩釜〜塩釜コース ７便

松島〜嵯峨渓〜松島

松島島巡り観光船企業組合 022-354-2233

第三仁王丸・仁王丸・
第二仁王丸・
マリンブルー・マリンスター・
マリンイーグル・
マリンホープ

所要約1時間50分

松島湾内周遊コース 6〜8便 所要約50分

松島〜塩釜 貸切予約運航
所要約40分

石巻海事事務所管内
航路名 中間寄港地 船社名 TEL 主な使用船舶名 便数(一日) 備考

鮎川〜金華山 ㈱金華山観光 0225-45-3377 ホエール 1便

石巻〜長渡 大泊・仁斗田・網地 網地島ライン㈱ 0225-93-6125 シーキャット・マーメードⅡ 4〜5便 離島航路(補助指定航路)

女川〜江島 出島・寺間 シーパル女川汽船㈱ 0225-54-2753 しまなぎ 3便 離島航路(補助指定航路)

鮎川港〜金華山港 シードリーム金華山汽船㈱ 0225-44-1055 ドリーム 1便

女川〜金華山 ㈱潮プランニング 0225-98-9038 ベガ・アルティア 日曜日・祝日　1日1便　定期運航
土曜日　　　　1日1便　臨時便運航

既設

既設

資料編宮城の港湾

　平成29年に環境省によるトレッキング
コース「みちのく潮風トレイル」、平成30年
に宮城オルレ「気仙沼・唐桑コース」が開
設されたことで、起終点付近に位置する当
港の観光客増加が見込まれる。



東北最大の消費地
仙台都市圏

に近接
東北最大の消費地は
絶好のビジネス
チャンス

整備された
高速道路

ネットワーク
三陸自動車道
石巻港ICまで
車で約10分

メニュー豊富
優遇制度

奨励金、給付金等で
石巻港進出を
応援します
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　東日本大震災は、平成２３年３月１１日（金）１４時４６分、三陸沖を震源とする我が国史上最大規模となるマグニチュード９. ０
の地震であった。地震と津波による被害は甚大で、県内の港湾施設の多くも被災したが、全力で災害復旧事業に取り組み、令和３年
度末にはすべての復旧事業が完了した。また、将来の津波被害を軽減するため、防潮堤や陸閘・水門の整備とともに、津波漂流物対
策施設を設置した。

東日本大震災 ～宮城県の港湾の復旧について～

国際拠点港湾仙台塩釜港石巻港区
工業用地２区画分譲中

 分譲区画価格表
■大曲地区（東松島市）

区画 面積(㎡) 単価(円/㎡) 金額(円) 用途地域
Ｍ-1 62,691.59 9,380 588,047.114 工業専用地域

■西浜地区（石巻市）
区画 面積(㎡) 単価(円/㎡) 金額(円) 用途地域
Ｍ-2 85,615.53 9,380 803,073,671 工業専用地域

N

西水路 中央
水路

東水路

大曲地区

釜地区

西浜地区

雲雀野地区

分譲位置図

68,676.56㎡ 85,615.53㎡

分譲地（数字は区画数を示す。）

造成中

石巻港背後地への進出を応援します
宮城県の優遇制度
○みやぎ企業立地奨励金
○宮城県工業立地促進資金融資制度
○原子力発電施設等周辺地域企業立地支援事業補助金　等
石巻市の優遇制度 東松島市の優遇制度
○企業立地助成金 ○企業立地促進奨励金
○上水道料金助成金 ○工業用水確保補助金
○緑化推進補助金　　等 ○環境整備促進補助金　　等
※この他にも優遇制度がありますので、下記にお問い合わせ下さい。
問い合わせ先
宮城県経済商工観光部産業立地推進課 TEL 022-211-2732
石巻市産業部産業推進課 TEL 0225-95-1111
東松島市産業部商工観光課 TEL 0225-82-1111

※制度の適用については、条件がありますので事前にご確認願います。
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　受付・お問い合わせは
　宮城県石巻港湾事務所
　〒986-0845
　石巻市中島町17-2
　TEL 0225-95-6272　FAX 0225-95-6273
　E-mail：iskowns@pref.miyagi.lg.jp
　URL：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/is-kouwan/

 分譲2区画物件概要
■所在地／石巻市西浜町外　■分譲区画数／ 2区画
■分譲面積／ 62,691.59 ～ 85,615.53㎡
■分譲価格／ 588,047.114 ～ 803,073.671円
■用途地域／工業専用地域
■建ぺい率／ 60％　■容積率／ 200％
■�設備等／上水道：石巻地方広域水道、下水道：自己処理、ガス：

都市ガスなし、電気：東北電力、工業用水：なし

仙台塩釜港
石巻港区

仙台

石巻

仙台塩釜港
仙台港区

石巻港I.C

仙台港I.C

仙石線

東
北
本
線

矢本石
巻道路

鳴瀬川

三
陸
自
動
車
道仙

台
バ
イ
パ
ス

石巻
街道

資料編宮城の港湾

※記載の単価は不動産鑑定等により変動することがあります。

宮 城 の 港 湾

◯防潮堤

◯水門・陸閘自動閉鎖システム

◯津波漂流物対策施設

　東日本大震災において、水門、陸閘の閉鎖に従事した水防団等の方々が犠牲となった状況を踏まえ、本県では、津波注意報や津波
警報等の発表時に現地で人が操作することなく、安全かつ迅速、確実に水門、陸閘を自動で閉鎖するシステムを採用している。

　設置箇所は臨港道路の中央分離帯を活用し、仙台塩釜港仙台港区を取り囲む配置とした。対策工としては鋼管を設置し、鋼管間に
はワイヤーロープを張る構造とした。津波で海側から運ばれてきた港湾貨物をせき止めることで、内陸側の港湾貨物による被害を未
然に防ぐ効果が期待される。なお、臨港道路内に設置することからドライバーの視認性を高めた構造とした。

仙台塩釜港仙台港区（向洋地区防潮堤）

仙台塩釜港塩釜港区 仙台塩釜港石巻港区

津波漂流物対策施設配置図

仙台塩釜港塩釜港区（寒風沢防潮堤）

気仙沼港

津波漂流物対策施設（設置状況）

雄勝港
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支倉常長とサン・ファン・バウティスタ号
　慶長18年９月15日（1613年10月28日）、仙台藩主伊達政宗の命を受けた支倉常長ら慶長遣欧使節180名が、仙台藩が建造した「サン・ファ
ン・バウティスタ号」に乗り、牡鹿郡月

つきのうら

浦（現石巻市）からローマへ向けて出帆した。一行は３ヶ月で太平洋を横断しメキシコに上陸、
陸路を経て大西洋岸に出たのち、スペイン艦隊に乗船して、日本人として初めて大西洋を横断、当時の世界最強国スペインへ渡り、
1615年10月29日に目的のローマに到着している。同年11月3日にはヴァティカン宮で法王パウロ５世と正式に謁見した。しかしその後
の日本国内でのキリシタン弾圧とわが国をめぐる国際情勢の激変で交易の目的は達せられなかったが、当時の航海技術、日本の国内
情勢、国際関係などわが国内外の事情を考える時、日本史上はもとより世界史的にも注目すべき快挙であったと言える。
　又、この時使用された「サン・ファン・バウティスタ号」は、まさに日本人によって造られ、最初に太平洋を往復した船であった。
500トン以上のこの船は、常長一行が太平洋を横断する都度、計２往復しており、最後はスペイン艦隊に編入されたほどの堅牢な船であっ
た。この船なくして慶長遣欧使節は語れないであろう。
　平成25年には、「サン・ファン・バウティスタ号」出帆400周年を迎えたことから、寄港した各国（メキシコ、キューバ、スペイン、
イタリア）との文化交流イベント等をはじめ、国内外を越えて多くのイベントが実施された。

野蒜築港の歴史
　明治11年、鳴瀬川の河口部に位置する野蒜において我が国最初の近代的築港事業が展開された。当時の明治政府は富国強兵・殖産
興業政策により中央集権制の確立を目指して、東北開発に国家資金を投入した。野蒜築港はその中心政策の１つであった。
　築港計画は、鳴瀬川河口に内港を設け、宮戸島北東の潜

かつぎがうら

ヶ浦を外港として、貿易港を建設しようとするものであり、鳴瀬川河口に
東西２本の防波堤が建設され、新鳴瀬川と北上・東名両運河の開削、新市街地の造成が行われた。
　明治15年10月、内港が完成し（開港）、野蒜の地は活況を呈したが、それもつかの間、わずか２年後には台風による波浪と増水によ
り壊滅的な打撃を受けた。明治政府は予算の捻出不能から外港建設はもちろん、復旧工事にも着手しないまま、野蒜築港を中止した。
計画から８年の歳月と68万３千円（現在推定約60億円）の巨額が水泡に帰し、野蒜築港は幻の港に終わった。
　現在では、当時の新市街地跡に建つ記念碑と新鳴瀬川にかけられた橋の、赤レンガ造りの橋台跡が残存し、往時の面影をとどめて
いる。

資料編宮城の港湾

慶長遣欧使節及び野蒜築港

復元されたサン・ファン・バウティスタ号
　サン・ファン・バウティスタ号は、平成５年に「20世紀最後で最大の木造船」とし
て当時の姿そのままに復元され、石巻市渡波にある慶長使節船ミュージアム内に係留
されました。船は老朽化に伴い役目を終え令和4年に解体され、現在、ミュージアム
の展示リニューアルに向けた作業が進められています。（写真は令和３年まで公開さ
れていた復元船）
【連絡先】	公益財団法人慶長遣欧使節船協会
	 0225（24）2210

現在の野蒜港
　突堤	 　野蒜	 　東名運河
　船だまり跡	 　鳴瀬川	 　北上運河
　新市街地跡	 　新鳴瀬川	 　東松島市浜市

１
４
７

２
５
８

３
６
９

１
２ ３

４

６ ７

５

８
９

港湾マメ知識

港湾の法律上の分類
・国際戦略港湾…長距離の国際海上コンテナ輸送に係る国際海

上貨物輸送網の拠点となり、かつ、当該国際
海上貨物輸送網と国内海上貨物輸送網とを結
節する機能が高い港湾で、その国際競争力の
強化を重点的に図ることが必要な港湾

　　　　　　　  （全国5港。）
・国際拠点港湾…国際戦略港湾以外の港湾で、国際海上貨物輸

送網の拠点となる港湾
　　　　　　　  （全国18港。本県では仙台塩釜港）
・重 要 港 湾…国際戦略港湾及び国際拠点港湾以外の港湾で、

海上輸送網の拠点となる港湾その他の国の利
害に重大な関係を有する港湾

　　　　　　　  （全国102港。）
・地 方 港 湾…国際戦略港湾、国際拠点港湾、重要港湾以外

の港湾
　　　　　　　  （全国808港。本県では気仙沼港など7港)
・避 難 港…暴風雨に際し小型船舶が避難のために停泊す

ることを主たる目的とし、通常貨物の積卸し
又は旅客の乗降の用に供せられない港湾

　　　　　　　  （全国35港。本県では雄勝港）
港湾管理者	�  港湾法に基づき、港湾の一体的な管理運営と

その総合的開発発展を図る公共的責任主体
で、地方公共団体が単独または共同して管理
者となる

海岸管理者	�  海岸法に基づき、津波、高潮、波浪その他海
水または地盤の変動による被害から海岸を防
護し、国土の保全の事務を負う国の機関。一
般的には都道府県知事がなる

港 湾 区 域	�  経済的に一体の港湾として管理運営するため
に最小限度必要な認可水域

臨 港 地 区	�  港湾の機能を十分発揮できるように港湾を管
理運営するため指定された陸域

港湾行政用語
●入 港 前
船長は、入港予定日時、船舶の大きさ、積載貨物の種類・数量
等を自分の会社や船舶代理店に連絡する。船舶代理店は、船舶
の入港手続き、貨物積卸し作業準備をする。
●入港直前
船長は、検疫錨地（港外）へ船舶を停泊させて、
　①伝染病の有無（検疫所）
　②密輸品（税関）
　③密入国者の有無（入国管理局）etc.
の関係官庁の調査を受けた後、初めて入港する。
一定の航路を通過し、事前に県港湾事務所が許可した岸壁やさ
ん橋に横付けするため、パイロット（水先案内人）の案内で入
港する。
●貨物の積卸し作業
船舶がふ頭に接岸した後、貨物の積卸し作業が始まる。
岸壁やさん橋につながれた船舶の貨物は、船内クレーンや岸壁
にあるクレーンで積卸しされる。
積卸しされた貨物は、保管施設に運ばれたり、トラックや鉄道
で内陸輸送されたり、あるいは、他の船舶に積替えられて他港
に移出される。
●出　　港
荷揚げした船舶は、さっそく船内清掃や船舶の点検をする。出
港時には、燃料、食料、水等を積込んで出港する。
貨物を運んで出港する場合は、入港時と同じような手続きが必
要となる。

船舶の入港と貨物の動き

総トン数（G/T）
　船体で囲まれた場所の全部
の容積をトンで表したもの

（2.83㎥が１トン）

重量トン数（D/W）
　船が積めるかぎりの貨物や
燃料等の重さを表したもの

（1,016kgが１トン［英トン］）

ノット：船の速さを表す単位　１ノット＝約 1,852m/h

■荷さばき施設
荷 役 機 械	�  クレーンなど、貨物の積卸しに使う機械
上　　　屋	�  船舶から卸された貨物や船積みされる貨物の

一時保管場所
■保管施設
野　積　場	�  石炭、鉱石、木材のように屋外に置いても構

わない貨物の長期保管場所。また、原木の場
合は、陸上貯木場と水面貯木場がある。

サ　イ　ロ	�  コンクリートで作られた穀物やセメント用の
円筒形倉庫

倉　　　庫	�  船舶から卸された貨物や船積みされる貨物の
長期保管場所

■コンテナ
コ ン テ ナ	�  貨物輸送の合理化のために開発された一定の

容積をもつ輸送容器。
Ｔ　Ｅ　Ｕ	�  Twenty-foot-Equivalent Unit. 20フィートコ

ンテナ（5.9×2.3×2.3m）に換算したコンテ
ナ取扱個数の単位。

コンテナヤード	�  コンテナの受け渡し、蔵置などを行う場所

船舶の規模と速さ

	 種　類	 機　　　　能
商　　　港	�  電気製品、機械製品、その他一般雑貨などの

物流物資を扱う港
工　業　港	�  臨海工業地帯などにおいて工場と一体となっ

て建設される港
エネルギー港湾	�  石油、石炭、液化天然ガス（ＬＮＧ）などの

エネルギーを受け入れる港
避　難　港	�  台風時などにおいて船が安全に非難するため

の港
観　光　港	�  旅客船、遊覧船などが利用する港
マ リ ー ナ	�  ヨット、モーターボートなどが利用する港
漁　　　港	�  漁船が利用する港

港湾の機能別分類

航　　　路	�  港を出入りする船舶の通路
航 路 標 識	�  船舶に自分の位置を確認させる灯台や浮標灯

などの標識
泊　　　地	�  船舶が安全に停泊するための水域
防　波　堤	�  外海からの波を防いで港内の静穏度を保つた

めの堤防
岸壁（物揚場）	�  船舶を横付けして貨物の積卸しや船客の乗降

ができる施設。船一隻分が占める水域を１バ
ースという。（「ふ頭」は岸壁、物揚場、荷さ
ばき地等の総称）

港湾施設

桟 橋 式重力式・矢板式

岸　壁  （− 4.5m 以上）
物揚場  （− 4.5m 未満）

桟 橋 式重力式・矢板式

宮 城 の 港 湾

この冊子内の一部については国土交通省東北地方整備局から提供されたものです。



宮 城 の 港 湾宮 城 の 港 湾宮 城 の 港 湾

仙台塩釜港（仙台港区）

仙台塩釜港（仙台港区） 仙台塩釜港（塩釜港区）

仙台塩釜港（石巻港区） 仙台塩釜港（松島港区）

気仙沼港 女川港

	 ●宮城県土木部港湾課
〒980-8570  仙台市青葉区本町三丁目８番１号　☎022（211）3211

	 ●宮城県石巻港湾事務所
〒986-0845  石巻市中島町17番２号　☎0225（95）6271

	 ●宮城県仙台塩釜港湾事務所
〒983-0001  仙台市宮城野区港三丁目1番3号 
　　　　　　 仙台港国際ビジネスサポートセンター（アクセル）５階　☎022（254）3131

	 ●宮城県気仙沼土木事務所
〒988-0181  気仙沼市赤岩杉ノ沢47番6号　☎0226（22）2622

この冊子は、700部作成し、1部当たりの印刷単価は900円（1円未満切捨）です。
R5.3

仙台塩釜港（仙台港区・塩釜港区）
東 北 運 輸 局 〒 983-8537  仙台市宮城野区鉄砲町 1　仙台第 4 合同庁舎 ☎ 022-299-8851

東北地方整備局塩釜港湾・空港整備事務所 〒 985-0843  多賀城市明月 1-4-6 ☎ 022-362-6211

横 浜 税 関 仙 台 塩 釜 税 関 支 署 〒 983-0001  仙台市宮城野区港 3-1-3　仙台港国際ビジネスサポートセンター（アクセル）☎ 022-259-4306

仙 台 検 疫 所 〒 985-0011  塩釜市貞山通 3-4-1　塩釜港湾合同庁舎 ☎ 022-367-8100

第 二 管 区 海 上 保 安 本 部 〒 985-8507  塩釜市貞山通 3-4-1　塩釜港湾合同庁舎 ☎ 022-363-0111

宮城海上保安部（仙台塩釜港長） 〒 985-0011  塩釜市貞山通 3-4-1　塩釜港湾合同庁舎 ☎ 022-363-0114

横 浜 植 物 防 疫 所 塩 釜 支 所 〒 985-0011  塩釜市貞山通 3-4-1　塩釜港湾合同庁舎 ☎ 022-362-6916

動 物 検 疫 所 仙 台 空 港 出 張 所 〒 989-2401  名取市下増田字南原  仙台空港ターミナルビル ☎ 022-383-2302

仙 台 出 入 国 在 留 管 理 局 〒 983-0842  仙台市宮城野区五輪 1-3-20　仙台第 2 法務合同庁舎 ☎ 022-256-6076

仙 台 管 区 気 象 台 〒 983-0842  仙台市宮城野区五輪 1-3-15　仙台第 3 合同庁舎 ☎ 022-297-8100

（公財）宮城県フェリー埠頭公社 〒 983-0001  仙台市宮城野区港 3-7-1 ☎ 022-254-3001

仙 台 臨 海 鉄 道 ㈱ 〒 983-0001  仙台市宮城野区港 4-11-2 ☎ 022-258-5211

仙 台 湾 水 先 区 水 先 人 会 〒 985-0011  塩釜市貞山通 1-8-35 ☎ 022-781-7246

仙 台 東 警 察 署 〒 983-0041  仙台市宮城野区南目館 21-1 ☎ 022-231-7171

塩 釜 警 察 署 〒 985-0003  塩釜市北浜 4-6-41 ☎ 022-362-4141

仙台市 宮 城 野 消防署高 砂 分 署 〒 983-0014  仙台市宮城野区高砂 1-30-15 ☎ 022-258-0900

塩 釜 地 区 消 防 事 務 組 合 〒 985-0021  塩釜市尾島町 17-22 ☎ 022-361-0119

（一社）日本海事検定協会仙台事業所 〒 985-0874  多賀城市八幡 3-11-3　ニューわだやビル 2 階 ☎ 022-367-0151

（ 一 社 ）全 日 検 東 北 支 部 〒 985-0011  塩釜市貞山通 3-4-5 ☎ 022-366-1111

（ 一 社 ）日 本 貨 物 検 数 協 会 〒 983-0001  仙台市宮城野区港 4-12-12 ☎ 022-259-5715

（一 財 ）日 本 穀 物 検 定 協 会 東 北 支 部 〒 983-0842  仙台市宮城野区五輪 1-17-46 ☎ 022-257-0804

全 日 本 港 湾 労 働 組 合 塩 釜 支 部 〒 985-0011  塩釜市貞山通 1-6-36 ☎ 022-363-1960

仙台塩釜港（石巻港区）
東 北 運 輸 局 石 巻 海 事 事 務 所 〒 986-0845  石巻市中島町 15-2　石巻港湾合同庁舎 ☎ 0225-95-1228

横浜税関仙台塩釜税関支署石巻出張所 〒 986-0845  石巻市中島町 15-2　石巻港湾合同庁舎 ☎ 0225-22-4649

横浜植物防疫所塩釜支所石巻出張所 〒 986-0845  石巻市中島町 15-2　石巻港湾合同庁舎 ☎ 0225-95-0261

仙 台 検 疫 所 石 巻 出 張 所 〒 986-0845  石巻市中島町 15-2　石巻港湾合同庁舎 （ご連絡は仙台検疫所へ）

宮城海上保安部石巻海上保安署（石巻港長） 〒 986-0845  石巻市中島町 15-2　石巻港湾合同庁舎 ☎ 0225-22-8088

東北 地 方 整 備 局 石巻 港出 張 所 〒 986-0874  宮城県石巻市双葉町 6-42-10 ☎ 0225-94-1643

東北地方整備局北上川下流河川事務所 〒 986-0861  石巻市蛇田字新下沼 80 ☎ 0225-95-0194

日 本 貨 物 鉄 道 ㈱ 石 巻 営 業 所 〒 986-0836  石巻市南光町 2-222 ☎ 0225-95-2763

石巻地区広域行政事務組合消防本部 〒 986-0805  石巻市大橋 1-1-1 ☎ 0225-95-7111

一般社団法人石巻植物検疫協会 〒 986-0859  石巻市大街道西 1-2-21 ☎ 0225-94-2215

一般社団法人全日検石巻現業所 〒 986-0855  石巻市大街道西 1-7-11 ☎ 0225-23-1713

気仙沼港
東 北 運 輸 局 気 仙 沼 海 事 事 務 所 〒 988-0034  気仙沼市朝日町 1-2　気仙沼合同庁舎 ☎ 0226-22-6906

横浜税関仙台塩釜税関支署気仙沼出張所 〒 988-0034  気仙沼市朝日町 1-2　気仙沼合同庁舎 ☎ 0226-23-1023

宮城海上保安部気仙沼海上保安署 〒 988-0034  気仙沼市朝日町 1-2　気仙沼合同庁舎 ☎ 0226-22-7084

仙台検疫所大船渡・気仙沼出張所 〒 022-0002  岩手県大船渡市大船渡町字赤沢 17-3 （ご連絡は仙台検疫所へ）

気 仙 沼 警 察 署 〒 988-0181  気仙沼市赤岩杉ノ沢 47-6 ☎ 0226-22-7171

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部 〒 988-0104  気仙沼市赤岩五駄鱈 43-2 ☎ 0226-22-6688
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